
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「俺は助けてもらわねエと、生きていけねエ自信がある！！！」 
小樽市立向陽中学校長 山 﨑 徹 也 

 

 放課後、誰もいない体育館にいます。 

今日は晴天の下、朝の開場から多くの保護者の方々をお迎えし、体育館で文化祭が開催されまし

た。実行委員を中心に、作り上げてきた文化祭。 

学級発表は、ダンスあり、お芝居あり、それぞれ工夫を凝らした発表となりました。また、合唱祭

では、本校は規模が小さく生徒数は多くはありませんが、全員がしっかりと取り組んでいる様子が

見て取れるものとなりました。1年生は初々しさとかわいらしさを、２年生は元気いっぱい、３年生

は人数が一番少ないものの重低音で大人っぽい、そんな合唱でした。全体合唱は、聞いている側の

耳にだけではなく心に響く、素晴らしいものでした。 

発表だけではなく、書写や家庭科・技術、美術、そして総合学級の作品など、個性あふれ、真剣に

取り組んだ力作・素敵な作品が展示されました。 

午後からは有志ステージの「向陽タイム」、エンディングと大いに盛り上がりました。 

それぞれが自分のもてる最高のパフォーマンスをしてくれたと思っています。 

 一人ひとりは決して大きくはなくても、みんなで心と力を合わせてつくりあげるものは大きな力

となるのだなと感じた、そんな文化祭でした。 

 オープニングから最後まで通された実行委員の劇からは、「失敗したっていいじゃない。みんな

で力を合わせて…。そしてそれぞれのピースが合わさったときに感動が生まれる」という、一貫し

たメッセージが伝わってきたような気がします。 

 

 さて、表題の「俺は助けてもらわねエと…」は、1997年より「週間少年ジャンプ」に連載されて

いる人気作品『ONE PIECE（ワンピース）』（作者：尾田栄一郎）の中で、海賊王を目指すモンキ

ー・D・ルフィの言葉の一つです。助け合う仲間がいることは心強く、また、「助けてもらわないと、

生きていけない自身がある」と言い切れるのは素晴らしいことだと思います。一人で何もかもでき

る人などいないことをルフィは伝えてくれているのでしょう。 

 本日の文化祭、子供たちが一つになったときに発揮されたパワーは強く、大きなものを感じまし

たが、一人ひとりはけっして大きくはないのかもしれません。でも、強くなくても良いのです。苦

しかったら、「助けて」と言えたらよい。「助けて」と言うことも勇気です。向陽中の子は、「助け

て」という声を聞いたら、放っておくことはしないでしょう。 

 文化祭終了後、飲み物を用意・配布してくださいましたＰＴA の方々との会話から、「本校は多

くの温かい保護者の方々から見守られ、助けていただいている」と改めて思いました。子供たちが

ＰＴＡからもらった冷たい飲み物をうれしそうにいただいている様子、お礼を伝えている様子がと

ても微笑ましく思えました。 

 大きくはない学校だからこそできること、子供たちが学年の枠を超え、互いに認め合い助け合う

こと、そして、保護者や地域の方々が学校がそれぞれ子供を中心に語り合えること、それが向陽の

強みだと、改めて一人、体育館でかみしめています。 

 

 

 

令和８年９月２８日発行 第６号 



心のピースをつなぎ、一つに

〜盛大に開催された文化祭〜
９月 18日、今年度の向陽中学校文化祭が盛大

に開催されました。今年度のテーマは「パズル 〜

思い出の１ピース〜」。この文化祭という大切な

行事を、一人ひとりの人生におけるかけがえのな

い「一つのピース」にしてほしいという深い思い

が込められています。全校制作では、そのテーマ

を象徴するように、各学級で制作したジグソーパ

ズルのパーツをつなぎ合わせ、鮮やかな「青空」

の大作を完成させました。合唱祭では、どの学級

も練習の成果を存分に発揮し、体育館いっぱいに

素晴らしいハーモニーを奏でてくれました。また、

学級発表の劇や踊りも非常にクオリティーが高

く、生徒たちの豊かな表現力によって、校内に一

段と高い「文化の香り」が満ちあふれました。 

文化祭実行委員を中心に、生徒全員が一丸とな

って創り上げた今回の文化祭。大成功の裏には、

仲間と高め合い、支え合った生徒たちの高い「自

主性」と「協力性」の大きな伸びがありました。 

ご多用の中、会場に足を運び、生徒たちにあた

たかい声援と拍手を送っていただきました保護

者・地域の皆様に、心より感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 

小・中のつながりで守る子どもたち

の安全と成長＜小中一貫の取組＞ 
今年度のプール水泳授業において、小中一貫教

育の取組の一環として、小学校の先生方に中学校

のプール監視員としてご協力いただきました。 

水泳指導には常に事故のリスクが伴います。複

数名の目で行う厳重な監視体制は、子どもたちの

安全を確保する上で非常に大きな支えとなりま

した。 

見守りに来てくださった小学校の先生方から

は、「中学生らしく頼もしくなった生徒たちの姿

を見ることができて本当によかった」といった嬉

しい声が寄せられています。懐かしい恩師の存在

は、生徒たちにとっても心強い励みとなったよう

です。 

今後もこうした小中一貫の連携を深め、小から

中へのスムーズな学びと健やかな成長を支えて

まいります。 

 

 

 

 

 

9月 15日、地域の方から学校へお電話があり

ました。生徒のことについて、とお話しされたの

で一瞬「何か良くないことでも……」と身構えて

しまいましたが、届いたのは「感動しました！」

という思いがけないお声でした。 

お話を伺うと、「横断歩道で車を止めたとき、

わたる前に子どもたちが深々と頭を下げてくれ

た。その礼儀正しさに感動して思わず涙が出た」

とのことでした。 

自分たちの小さな行動が、地域の方の心をそれ

ほどまでに温かくしている——そんな報告を受

け、私たちも嬉しさで胸がいっぱいになりました。

地域の方からの「お褒めの言葉」は、学校がこの

街にしっかりと根付いている何よりの証拠です。 

小学校からずっと続いてきたこの素敵な文化

を、これからも中学生として、そして地域の誇り

として大切に引き継いでいきたいですね。 

 
 
 
 
 
 

【お願い】朝の欠席等の連絡の時間について 
いつも欠席や遅刻等のご連絡にご協力いただき、ありが
とうございます。 
８：１０～８：４０は職員の打ち合わせ及び各学級での
朝の HR の時間となっております。円滑な学校運営のた
め、欠席等のご連絡はできるだけこの時間帯を避けてい
ただきますようにお願いいたします。ご理解とご協力を
お願いします。なお、緊急の場合はこの限りではありま
せん。 


